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研究成果の概要（和文）：ハンセン病と精神疾患に関しては、熊本の恵楓園、東京の王子脳病院、日本陸軍の傷
病兵の精神疾患について、病院が保存する患者の症例誌から詳細なデータを分析することができた。医療者だけ
ではなく、また患者だけでもない、医療者と患者の相互作用が重要であったことが示された。また、医療者も患
者もより広い要因に影響されていた。両者にとっての音楽、患者が暮らす家族、地域、医療者にとっての科学技
術などがそれにあたる。
 結核に関しては、残念ながらそれにあたる資料がなく、これからの課題として残されている。

研究成果の概要（英文）：Hansen’s Disease and mental illnesses have allowed historians to analyze 
several major issues.  Instead of the development of medicine by itself, nor of the experience of 
the patients, the relationship between the doctor (and other nursing staff) and the patients was 
important.  Doctors and the patients were also affected by wider issues.  Musical therapy 
incorporated the interests of both side; the family and the communities of the patients were 
crucial; science and technology was important for the doctors. As for tuberculosis, this project has
 so far failed to find rich patients’ records.  We shall think about how to get an archive for 
tuberculosis and other infectious diseases.   

研究分野：医学史

キーワード： 医学史　精神医療　ハンセン病

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　今回の研究は20世紀の日本における「疾病の長期的療養」のための施設が、国際的な特徴と日本独自の性格の
双方をもつことを明らかにした。ハンセン病や精神疾患への対応には、欧米流の政策を実施しつつも日本の個人
の形成、日本の共同体の性格などがそこに刻み込まれている。
　このような長期的療養が大きなヒントとなるのが、現在でも流行中の急性疾患であるCovid-19が明らかにしつ
つある「基礎疾患」という概念の理解である。Covid-19時代は急性疾患であるが、一般の人々は無症候であるこ
とが多く、高齢者や基礎疾患にかかっている場合は重症や死に至ることが多い。基礎疾患という概念は現代社会
と歴史研究をつないでいる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

 

近代日本の医学史研究においては、いくつかの疾病を中心に、新しい方向に発展する研究が見

られていた。19 世紀のコレラの対応に関しては一定の業績があり、日本の公衆衛生が成立して

近代化のプラスとマイナスの側面が明らかになっている。一方で、ハンセン病、精神疾患、結核

の三つの疾患については、コレラなどの流行とそのコントロールとほぼ同じ時期に大きな動き

があったが、これらの疾病の問題の解決は長い期間にわたり、コレラの公衆衛生の短期の解決と

は別の脈絡の歴史的な分析が必要であった。 

また、コレラやペストなどは、日本では大都市中心の急性感染症であったが、ハンセン病・精

神疾患・結核は、全国に広まった長期性の慢性疾患であり、医療者の側だけでなく、その地域や

社会と結びついた形で、患者とその家族や共同体や文化・社会が重要であった。 

さらに、ハンセン病・精神疾患・結核の患者を収容する仕組みは、病院という近代医療の軸で

ある制度を導入する日本の特徴と深く結びついていた。病院への移行という、それまでの長期的

な療養の場であった家族とは別の空間が作られるという特徴である。そのような場が構成され

るメカニズムが問われ始めていた。 

 

２．研究の目的 

 

２０世紀日本で成立・発展した長期療養型の施設で治療とケアをされた慢性疾患であるハン

セン病・精神疾患・結核の三つの疾患について、個別疾患モデルを越えた比較統合的な分析を行

い、日本の医療と社会と文化のトータルな歴史に位置付ける。これらの疾病における、医学・社

会・表象の三つの側面に関して重点的な疾病間の比較検討を行い、欧米・欧米の植民地・日本の

植民地などでの状況についての国際比較を行う。三つの疾病に対する多層的な対応が、同時代と

その後の日本の医療と社会と文化に与えた影響を検討する基本的なアイデアを作り出す。 

また、現在の新しい医学史研究の最も重要な研究ツールは、ローカルな研究である。その疾病

にかかった患者、その疾病を治療する医療者、患者に関して重要な交渉や決定をして病院に収容

するかどうかを決定する家族たち、患者の滞在をどのように捉えるかに関して重要な役割をは

たす地域など、非常に多様な要素を分析する作業である。また、これらの医療者、患者、家族や

共同体が作り上げるメカニズムが、疾病ごとにどのような特徴があるのかも重要である。大都市

と村落は違うのか、ハンセン病を受け入れることがすでに重要な作業となっている地域におい

てはどのような特徴があるのかなどは、大きな問題であった。このローカルな視点を多くの研究

者が共有するものとした。 

 

３．研究の方法 

 

そのような背景に基づき、以下のように研究体制をつくった。 



(1)研究プロジェクトを三つにわけ、ハンセン病、精神疾患、結核に区分した。 

(2)それぞれの部門が、それぞれの疾患に関する軸になるアーカイブズを持ち、それらをアーキ

ビストたちが整備・管理し、歴史学者たちが研究・分析をして、その成果を発表していく仕組み

を作り上げた。 

(3)その研究の成果をプロジェクト内で発表し、対外的な発表へと発展していくメカニズムを作

り上げた。 

(4)研究が開始した段階ですぐに、三つの疾患を比較統合的に見る共通の枠組みを構成員の間で

議論して完成させる。その枠組みに応じて、それぞれの疾患について、公刊された史料（医学論

文や疾患を主題とする文学作品など）と、それぞれの患者を長期療養した施設に遺された史料を

分析する。疾患ごとの研究は、研究メンバーが共有するウェブサイトに発表され、コメントを通

じて常時枠組みを再考する。定期的に年に２回以上の研究会を開催し、それぞれの領域の研究を

深めていく。研究の最終年度には、日本語と英語の論文集を出版する準備をする。 

 

４．研究成果 

研究成果としては、ハンセン病と精神疾患に関しては、初めて読まれるタイプの史料と多くの

学者たちが出会い、それらを組織的に分析し、統計的な集計と分析を行うという重要な出発点と

なった。熊本の恵楓園、東京の王子脳病院、千葉の戦傷者資料など、重要なアーカイブズの整理

と研究が行われた。特にアーカイブズの整理が、患者の家族、出身地域、現在の人間関係などを

明らかにした。患者自身の行動、家族と地域の重要性、会社や軍事集団における秩序の重要性な

どが明らかにされた。ハンセン病と精神疾患に関しては、非常に重要な成果をすでに数多く出版

している。 

一方で、結核を分析する部門は残念ながらまだ始まっていない。これに関する大きな理由は、

結核に関する資料の入手するために努力したが、現在のところ入手と利用が困難なためである。 
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